
事  業  名 部     分 い ネ ー 準

予  算  額 １ 5 ,  ■ 2 2 千 同 摘 ・鋤 J 継  続

聴撃
趣   旨

グループホームで、食事の世話【日的 課款 服薬指導等

を行うことにより、精神障轄培の自寸特活を助長する。

対 象 者 共同生活は営めるがヽ 日常生活の指博等が必要な精神揮害者

実施 主体 市 1 町  村

負 担 割 合 国1/ 2   府1/ 4   市町村1/ 4

担 当課 ・係名 障 害 者 保 健 福 祉 課 精神村会効 腿 当 課・係 韓 0 7 5 - 4 1 4 - 4 7 3 2

平 成 1  6 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

‐      保 健 福 t■L 部

共通- 4 1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業  名
< 人の健康 >

難 病 対 策 費

予 算  額 2 , 2 6 5 , 0 9 9  千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

胡
封
刊法

胎
博

Ｆ

趣  旨

難病 につ いては、治療が長期 にわた り、医療 費の負担 も高額 とな
る ことか ら、患者が安心 して治療 を受 け られ るよ う医療費の負担の

軽減 を図る。

事業概要

患

費

疾

究研

定

療

性付
ム
旧

特定疾患患者 に対する医療費の公費負担
【対象疾患】ベーチ ェッ ト病等 4 5 疾患
【自己負担額】

入 院 通 院

重症 患者 な し

低所得者 な し

そ の 他
*

月額 4, 500～

23, 100円

月額 2, 250～

11, 550円
林対象患者が生計申心者、同―生計内に複数の患者がいる場合は、肘の定めあり

> スモ ンに対するは り、き ゅう及び マ ッサ ージ

施術費の公費負担

> 先天性 血液凝固因子障害患者 に対する医療費
の公費負担

小 児 慢 性 特 定

疾患治療研究費

> 小児慢性特定疾患患者 に対する医療費の公費
負担

【対象疾患】悪性新生物等 1 0 疾患 t現行〕

※ 国 制 度 の 見 直 し に つ い て 〔細部について現在検討中〕
・見直 し内容

①児童福祉法に規定し、新たな福祉サーヒ
・
スとして実施

②対象疾患等の見直し 10疾患群→11疾患群
③対象年齢の延長   18歳まで→20歳到達まで

・実施 時期   平成 16年 10年

難病療養見舞金

> 療養見舞金の支給
【対象者】特定疾患、小児慢性特定疾患及び

先天性血液凝固因子障害の認定を

受けている者
【見舞金額】特 定 疾 患 : 10,000円

特定疾患以外 : 6,500円

担 当課 ・係名
健 康 対 策 課 疾病管理係

児童保健福祉課 母子保健係
課 係 電話番号

075-4 14-4736

075-4 14-4727

共通 - 4 2



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説 明

保健福祉部

事 業 名
< 人の健康 >

感 染 症 予 防 対 策 事 業 費

予 算 額 2 9 , 5 2 3  千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

胡

象
‐

刊法

Ｌ
眠
艦
ｒ

「感染症の予防及 び感染症の患者 に対する医療 に関する法律」 に

基づ き、都道府県が感染症患者の発生 に伴 う医療 、防疫 業務の経費
の負担及 び感染症指定医療機 関の運営 に対する補助 や市町村が実施

する防疫業務 に対する負担 を行 い、総合 的な感染症対策の推進 を図

る。

事業概要

内 容 所 要 額 〔千 円}

感 染 症 診 査 協 議会 の 設 置 及 び感 染 症 発 生

動 向調査経費等
1 1 , 8 6 9

感 染 症 指 定 医 療 機 関 の 指 定 ・運 営 1 5 , 7 8 0

都道府県 ・市町村が発生予防対策を講 じる

ために要する経費等
1 , 8 7 4

担 当課 ・係名 健康対策課 感染症係 課 係 電話番号 075-4 14-4734

共通 - 4 3



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説
・
明

1         保健福祉部

事 業 名
< 人の健康 >

エ イ ズ ・ 肝 炎 予 防 対 策 事 業 費

予 算  額 1 4 , 7 0 0  千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

ぷ
封
刊法

胎

胸

ｒ

1  趣  旨             |

全 国的 に性的接触 によるエイズ患者 ・H i V 感染者が年々増加
してお り、府民の間 に不安が広が って いる ことか ら、エ イズ予 防
対策を総合的に実施 し、エイズのまん延防止を図る。

また、肝炎についても、自覚症状が少ないことから、早期発見
・治療のための啓発、治療体制の充実を図る。

|
2  事業概要           |

目項 容内

エイズ対策推進協議会等

の  運  営  事  業

京都府エイズ対策推進協議会
京都府感染症対策委員会エイズ部会

エイズ対策推進のための
マ ンパ ワ ー の 養 成 事 業

エイズ相談、検査従事者に対する研修
医療従事者講習会

普 及 啓 発 活 動 事 業

地域講習会 (保健所開催)
バ ンフ|レッ ト配布
エイズ予防月間事業 ( 1 2 月)

院

業

病

事

点

進

拠

促

域

療

地

治

エイズ拠点病院連絡会議の運営

針刺 し事故 に係るエイズ予防薬の配備

エ イ ズ 拠 点 病 院

医療従事者 実地研修事業

エイズ拠点病院職員の先進医療機関ヘ

の派遣|

院

業

病

韻

点

設拠
”オ

ズ
セ

イ
ル

エ
カ

エイズ拠点病院へのカウンセラー派遣

エ イ ズ 相 談 検 査 事 業
保健所におけるエイズ無料抗体検査
エイズ拠点病院におけるエイス

・
抗体検査

肝 炎 対 策 事 業

啓発 り■ フレッ ト配布
H i V 検査併用の肝炎検査実施

医療機1関の調査 ・リス ト作成

担 当課 ・係名 健康対策課 感染症係 課 係 電話番号 075-4 14-4734

共通 - 4 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業 名
< 人の健康 >

エ イ ズ ・ 性 感 染 症 等 対 策 事 業 費

予 算 額 3 , 0 0 0  千 円 新規 ・継続の別 新  規

容
司

朗
獄
判
判
ゴ

鞠　　　　法

事
卜
陶
』
ぼ
防
」

1 趣   旨

2 0 代 ・3 0 代を中心とした性的接触による H i V 感染な どが急増

している状況のもと、感染を防止するため、 2 0 代の動労者をは じめ、

専門学校生、大学生、高校生等をターゲ ッ トにした住民参加型啓発事

業等を N P O との連携によ り実施する。

2  事業概要

項 目 内 容

参 加 型 研 修 会 の 実 施

エイズ、性感染症に関する正 しい知識の普

及 ・啓発を図るため、参加型研修会 (ワー

クショップ) を、 N P O のノウハウを活用

して実施。

専門的研修への職員派遣

将来的に府独 自で上記参加型研修会が行え

るよ う、研修会実施 と並行 してマンパ ワー

を育成

正 し い 知 識 の 啓 発

性の問題や生命の尊厳 に関する正 しい知識

の普及 ・啓発 (バ ンフレッ ト配布、ホーム

ベージ等を活用 した啓発)

担当課 ・係名 健 康 対 策 課   感染症係 課 係 電話番号 075-414-4734

共通 - 4 5



平成16年度当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業 名 費成助業事険保康健民
と
国

康健の人＜

予 算 額 4 , 1 8 2 , 5 4 0 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

引

象 ‐

剖
法

偽
ほ
ド
け

1 趣  旨

保険者が実施する低所得者の保険料軽減制度等に対し助成する

ことにより、国民健康保険事業の健全な運営を確保する。

2  事業内容

(単位 :千円)

※助成先  市町村、国民健康保険組合等

事 業 内 容 予 算 額 説 明

保 険 基 盤 安 定 事 業 2 , 4 2 0 , 0 0 0
低所得者の保険料 (税) 軽減制度

に対する助成

保 険 者 支 援 事 業 5 0 0 , 0 0 0
中間所得者層の保険料 (税) の負担

軽減を図る制度に対する助成

高額医療費共同事業 1 , 0 2 9 , 0 0 0
市町村が行う高額医療費に対する

相互支援への助成

府 独 自 措 置 分 ２ 2 , 8 4 0
保険者が国保事業の健全な財政を
維持 し、円滑 ・適正な運営を図る
ために行う事業に対する支援

計 4 , 1 6 1 , 8 4 0

担当課 ・係名 医療 ・国保課  国保指導係 課 ・係 電話番号 075-414-4614

共通 - 4 6



平成16年度当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業 名
< 人の健康

菖民健康保険広域化等支援基金積立金

予 算 額 2 2 3 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 無陛  寿売

1 趣  旨

市町村国民健康保険の広域化や市町村合併の際の保険料平準化等を無

利子貸付等により支援するための基金を創設 し、国民健康保険財政の広

域化等を推進し、市町村国民健康保険の運営の安定化を図る。

2  事業概要

( 1 ) 保険財政広域化支援事業

① 市町村国民健康保険の広域化や市町村合併に際し、保険料の平準
化を支援するため、基金より無利子貸付を行う。

② 市町村国民健康保険の広域化や市町村合併に際し、広域化に伴う
事務経費及び広報啓発事業等の立ち上げに必要な経費を基金運用益
の範囲内において交付する。

(2 ) 保険財政自立支援事業

国民健康保険特別会計において赤字が見込まれる場合、その赤字の
補填に一時的に必要な資金について、基金より無利子貸付を行う。

※平成 1 4 年度から平成 1 6 年度の 3 か年で積立

担当課 ・係名 医療 ・国保課  国保指導係 課 ・係 電話番号 075-414-4614

共通 - 4 7



平成 1 6 年度当初予算棄主要事項説明

保健福祉部

事 業 名
< 人の健康>

シ エ ア ピ ア モ デ ル 事 業 費

予 算 額 1 1 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

目  的

社会福祉施設が、高齢者の有する豊富な経験や知識などを

活かすことのできる業務に高齢者を雇用する事業をモデル的

に実施することにより、入所者等の様々な福祉ニーズに対応

できる社会福祉施設づくりを進める。

事業内容
入所者の相談などの業務に従事する6 0 歳以上の高齢者を

新たに雇用した場合に助成を行う。

事業主体 社会福祉施設

雇用施設 2 0 施設 (予定)

補助単価 5 , 5 0 0 円/ 人 ・日

雇用 日数 原則 1 0 0 日以内

補 助 率 府 1 0 / 1 ０

実施期間 平成 1 4 年度～ 1 6 年度

備  考 実雇 用 人数 4 0 人

担当課 ・係名 高 齢 化 対 策 課  長 寿 社 会 係 課・係電話番号 075-414-4568

共通 - 4 8



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業 名

< 人の健康>

老 人 福 祉 施 設 整 備 費 補 助 金

予 算 額 2 , 0 0 8 , 3 9 3 千円 新規 ・継続の別 継 続

> 整 備 計 画

> 実雇用人数 0 人

」
日趣

介護保険制度の円滑な運営に向け、必要なサービスが
提供できるよう特別養護老人ホーム等の整備を積極的に

支援するとともに、施設整備に伴う波及効果として、仕
事おこしの観点から、市町村との協働による雇用創出や
地域経済活性化の促進を図る。

事 項 整 備 予 定 数

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 9    か   所 (定員5 7 0 人)
〔うち増改築 1か所 (定員 7 0 人)〕

シ ョー トステイベ ッ ト 9   か   所 (定員 1 4 0 人)
〔うち増改築 1 か所 (定員 2 0 人)〕

ケ ア ハ ウ ス 1   か   所 (定員 3 0 人)

デイサー ビスセ ンタT ８ か 所

グ ル ー プ ホ ー ム か 所

( 1 ユニット定員  9 人)

担当課 ・係名 高 齢 化 対 策 課 施 設 係 課・係 電話番号 075-414-4574

共通 - 4 9



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

保健福祉部

事 業 名
< 人の健康>

老 人 保 健 施 設 整 備 費 補 助 金

予 算 額 7 3 , 5 0 0 千円 新規 ・継続の別 新 規

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

介護保険制度の円滑な運営に向け、必要なサービスが提供できるよう、

老人保健施設の基盤整備を推進する。

2  事業概要

事 項 整 備 予 定 数

老 人 保 健 施 設 1 か 所 (入所定員 1 0 0 人)

担当課 ・係名 高 齢 化 対 策 課 施 設 係 課・係電話番号 075-414-4574

共通 - 5 0



事 業 名

< 人 の 健 康>

児 童 厚 生 施 設 整 備 費 補 助 金

予 算 額 30, 000 千円 新規 ・維続の別 継 続

事 業 内 容

劇

象
‐

刊法

に

‐
対

暫

趣  旨

児童福祉法に基づく児童厚生施設の整備に助成 し、地域の児

童の健全な育成を図ることにより、児童福祉の一層の向上を図

る。

整備計画

区康
＼

ぜ
億内容 大規模修繕 計

児  童  館 1 箇所 1 箇所

児童センター

計 ２ ２

現  状

児  童  館 3 6 施設 (公立 3 4 箇所、民間 2 箇所)

児童センター 1 2 施設 (公立 1 2 箇所)

担当課 ・係名 児童保健福祉課 児童育成係 課 ・係 電話番号 075-414-4582

平 成 1  6 年 度 圭 3初 予 算 案 主 要 事 IF _説 明

保 健 福 t■L 部

共通 - 5 1



平 成 ■ 6 年 度 :当 初 予 算 軍寵 主 1妻葬要 項 1訪こE月

保 健 福 t■L 音F

事 業 名

< 人 の 健 康>

児 童 養 護 施 設 整 備 補 助 金

予 算 額 11, 168 千円 新規 ・継続の別 継 続

容
　
一月
明
劇
引
判
ヨ

鄭
　
　
　
　
　
法

事
　
Ｆ
胸
に
ド
防
」

趣 」
日

児童虐待、家庭崩壊の深刻化等の動向にてらして、

施設空自の府南部地域に乳児院、児童養護施設を設置

する。

施

設

概

要

設 置 者 (社) 盛和福祉会

整備場所 精華町大手南稲八妻小学笛竹 3 7

機  能

児童養護施設  (定員 6 0 名)

乳  児  院  (定員 2 0 名)

ショートステイ用居室、心理療法室、地域交流スペース等

整備期間 平成15年10月～16年 7 月 (16年 8 月開設予定)

構  造
鉄筋コンクリー ト造 2 階建

延床面積 約 3 , 0 0 0 甫

負 担 区 分 国 1 / 2 、府 1 / 4 、設置者 1 / 4

①整備内容 設備整備 (① 施設整備)

担当課 ・係名 児童保健福祉課 児童育成係 課・係 電話番号 075-414-4582

共通- 5 2



平成 1 6 年度  当初予算案主要事項説明

F

事  業  名 策

予  算  額 4 0 3 ,  2 3 0 + 円 搬 ・働 叫 韓

事 業 内 容

月
劉
劉
刊

法

目

対

方

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

脚 離

9 人

趣   旨

社会福祉法人が行う知的障害者瞬議施設整備事業に対する国

の制目榊朔己屁私 府独自効      じることにより、施

を図私

整

備

計

画

鞠 ll 鞭 叫 側 鋼 備  考

新 設

q 粗 聾 報 :
.

i謡 田 済 題 鷺 望 浦 〕

通 所 授 産 施 設

頓副記4 0メ0

通 所 更 生 施 設

頓副記2 0ノ0

勧
　
鯛

朝 鮮

串

新 設

q純醸鞍と・留史齢諄塁望浦紗

通 所 授 産 施 設

頓副記3 0ブ0

通 所 更 生 施 設

G己記3 0ノ0

勧
　
勧

穀的
入 所 更 生 施 設

備 ヤ1 0 0メ0

筋

◆ 施 設 種 別

通 所 授 産 施 設

担当課 ・係名 障 害 者保 健 福 祉 課  施 設 担 当 課:係 橿覇緊汚 075r414-4599

共通 - 5 3



平 成 1  6 年 度  当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

揮誰領塾報轟t■L 音F

事  業  名 印                     目途

予  算  額 4 6 ,  2 0 1 古 円 ネ 折 刃 融
・

組 陛 鵜 荒 β 〕 丹
l
l 韓

聴
業
　
　
　
　
　
法

事
　
陥
ピ
問
に
Ｐ

却暫薪遡人数   8人

趣  旨

常予う樺勢甲嘩善健韓出祭篠靖訪歴設

整備事業に対して補助を行t 、ヽもっ

を図る。

整

備

計

画

鞠 ll 脚 ll 個 鋼 備  考

新 設 鴫 ― ンター

帥

11菫野ワ庁

設 備 小 規 模 授 産 施 設 1観

負 担 割 合 国1/ 2  府 1/ 4  設置主体1/ 4

担当課 ・係名 ||::FI円1,・在生会運参功ill‖Ell:当 課・係 韓 0 7 5 - 4 1 4 - 4 7 3 2

共通 - 5 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名
< 人の健康>

子どものための京都式少人数教育推進事業

予  算  額 7 ,
' 8 2 8 , 2 5 3 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

的
　
象
　
等法

目
　
対
　
方

√
―
―
―
―
―
ｌ
ｔ

1 目 的
義務教育9 年間を見通し、児童生徒や学校の実態に即して、一

人一人の児童生徒に確かな学力を定着させるために必要な教員を
配置する。

2  内容
(1) 小学校低学年指導充実費 配置教員数 7 2 0 人

予算計上額 763,845千円

小学校 1 ・2 年生で、2 人の教員による指導を行う。配置に
ついては、30人を超える学級を基本とするが、16年度からは、
各学校の状況等に応じて弾力的に運用する。

学 年 配置時間 (期間) 配 置 数
1 年生 ① 週2 6 時間 全学期

(① 遇2 6 時間 全学期)
(① 週1 0 時間 1、2 学期)

約360学級

2 年生 ① 週1 0 時間 1学期
(① 週1 0 時間 1学期
(⑭   一      )

約360学級

(2〕 京の子ども ・少人数教―育推進費
7 7 8 人   7,064,408千円

小学校及び中学校で、児童生徒に応じた指導を行うため、少
人数授業 ・ティームティーチンーグと併せて、新たに、児童生徒
の状況を掌握しやすい少人数学級も選択して実施できるように

教員を配 る

少人数授業 児童生徒を習熟度別 ・課題別等に分けて、少
人数授業を展開

テ ィームテ
ィーチング

学級に複数の教員が入 り、連携 して授業を展

開

少人数学級 市町村の判断により、基準を下回る人数で学

級を編制

担当課 ・係名 教 職 員 課  人 事 係 課 係 電話番号 075-414-5799

共通 - 5 5



平 成 1 6 年 度 当初 予 算 案 主 要 事 項 説 明
総 務 部

事 業 名
< 人の健康 >

私  学  振  興  補  助  金

予 算 額 1 9 , 7 0 4 , 3 0 5  千 円 新 規 ・継 続 の別 継   続

際業　
　
　
　
　
法

事
　
一―
□輝
脚
防
Ｌ

概 要

私 立学校が京都府 の 学校教 育 にお いて重 要な役 割 を果 た して いる こ
とか ら、私 立学校 の教 育 条件 の維持 ・向上 、保 護者 の教育 費負担 の軽
減等 を図 るた め 、総 額 1 9 7 億 4 3 1 万 円を計上 した。

これ は、前年 度 当初 予 算額 と比較 して 5 億 1 , 3 1 6 万 円、率 に し
て 2 . 6 7 % の増 とな る。

2  本年度 の特 色

( 1 ) 私 学 運 営 愛 稔 助 金 の 充 実 (高 等 学 校 )

2 1 世紀 の京都府 私 立高等 学校 の在 り方懇 談 会 の提言 を踏 まえ、私
学振 興補助 金 を次 の 3 つの柱 に再編 す る とと も に、配分方法 の見 直 し
や メニ ューの創設 ・拡 充 を図 る ことによ り、各 学校 の改革 への取組 を
支援 す る。

①教育改革推進支援
②経営改革推進
③俸学支援

( 2 ) 預 か り保 育 推 進 補 助 の 拡 充 (幼 稚 園 )

少 子化 の進 行 に伴 い、子 育 て支援 は 「働 く女性 中心 」 か ら 「すべ て

の親 世代 に対 す る」 支援 への転換 が求 め られ て お り、幼稚 目の機 能 を

活用 した子 育 て支援 事 業の一 環 と して、保 護者 の 多様 な ニ ーズヘの対

応 や父親 の子育 て参 加 を推 進 す るた め 、現行 の 「預 か り保 育推 進事

業」 を拡 充 す る。

3  予算 の 内訳

区 分 予算 額 (千 円)

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 1 0 , 6 7 2 , 8 7 8

中 学 校 運 営 費 補 助 2 , 3 8 6 , 9 3 4

小 学 校 運 営 費 補 助 8 2 4 , 4 7 3

幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 5 , 1 2 5 , 3 6 4

専修 ・各種学校教育振興補助等 8 5 , 4 2 9

私 学 関 係 団 体 等 補 助 6 0 9 , 2 2 7

計 1 9 , 7 0 4 , 3 0 5

担当課・係名 文 教 課  助 成 係 庁 内電 話 番号 4 14- 4 5 17

共 通 - 5 6
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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名
< 人の健康>

豊かな心 を育てる教育推進事業費

予  算  額 2 6 , 0 6 7 千円 新規 ・継続の丹J I 継  続

容

　

「
―
―
Ｉ
Ｊ

内
　
　
的
　
象
　
等

業

　

　

　

　

　

法

事

　

・伸
‐
脚
卜
け

1  目 的
生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、美 しいものや自然に感動する心等の

豊かな人間性の育成を目指し、心の教育の充実を図るため、家庭 ・地域社会 ・学校 ・関係機関の連携を図
りながら総合的な施策を推進する。

喜  糞  名 対  象 内 容 事業費

体

験

活

動

の

推

進

地域ふれあい体験
活動推進事業

生
生
生

学
学
校

小
中
高

●地域ふれあい体験活動
「豊かな人間性」をはぐくむ教育を推進するた

め、学校 ・家庭 ・地域社会が一体となった体験
活動を実施

・体験活動 t中学校及び校区内の小学校)
・体験活動交流フォーラム

●豊かな体験活動
○豊かな体験活動

「体験活動推進地域」、「指定校」を指定し、
他校のモデルとなる体験活動を実施
(高校及び校区内の小 ・中学校)

○地域間交流の実施
農山漁村等における体験活動の実施
(小 ・中学校)

○長期宿泊体験
長期にわたる集団宿泊等の共同生活を通して
協調性や規範意識、公衆道徳の育成を図る

17,500

地域連携支援事業
小 ・甲字夜
P T A

児童 ・生徒

O L E T
'

S 夢体験事業
ポランティア体験活動や職場体験等を通して、
地域の人々との交流を深め、地域の活性化を図
る。

2,780

郷土質料郎 「心の
ふれあい」教室

小 ・甲字硬
P T A

児童 ・生徒

●郷上の百老等の協力を得て、音のおもちゃづく
り等による伝統文化や文化財を通 じた親子三世
代のふれあい交流を図る。

1,000

の
支
援

家
庭
教
育

家庭教育支援事業 保 護 者 等

●全ての教育の出発点である家歴教育を見直し、
家庭の教育機能を高める。
・家庭教育フォーラム
・親子の体験学習
・家庭教育啓発資料

3, 187

読
書
活
動
推
進

豊かな心を育てる
読書活動推進事業

児童生徒
保護者等

0 子どもの読雷活動の推蓬
・京都府子どもの読書活動推進会議の開催
・子どもの読書活動推進フォーラムの開催
・子ども議書絵てがみヨンテス トの実施

●生きる力をはぐくむ読書活動推進事業
学校 ・家庭 ・地域社会が一体となつた効果的

な取組方法についての実践的な研究

1.600

計 26,067

担当課 ・係名
係
係
係
係

１

２

第
第
興
務

導
導

指
指
振
庶

課
　
課
課

擁
　
縮

韓

校
　
会
化

学
　
社
文

課 ・係 電話番号
075-414-5833
075-414-5840
075-414-5883
075-414-5896

共通 - 5 7



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名
< 人の健康>

新 設 養 護 学 校 建 設 費 (舞 鶴 地 区)

予  算  額 3 , 4 1 6 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

容
　
　
、
十
１
１
１

リ

内
　
　
的
　
象
　
等

業

法

目
　
対
　
方

事

1 目  的

「府立学校の在り方懇話会」の 「まとめ」を受けた養護学校再編整
備計画により、与謝の海養護学校の通学区域から舞鶴市を分離し、新
たな養護学校を建設する。

2  内  容

(1 ) 予 定 地  舞鶴市堀地区

(2 ) 学校規模等

収容人員 : 1 4 0 人
施設規模 :校舎 。体育館等約11,000甫、グラウンド4,600だ程度
形  態 :知的障害 ・肢体不自由併置の総合養護学校

(3 ) 事業概要及び年次計画

年 度 事 業 内 容
⑭ 用地取得 ・造成、基本設計
① 用地取得 。造成、実施設計、

①～① 小 ・中 ・高等部棟、特別教室 ・職業訓練棟、

食堂棟、送迎棟新築
① 管理棟、体育館棟、プール附属棟、農場実習棟新築、

外構 ・グラウンド整備
① 開  校

担当課 ・係名 管 理 課 管 理 係 課 係 電話番号 075-414-5768

共通- 5 8



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

< 人の健康>

高 等 学 校 普 通 教 室 冷 房 設 備 整 備 費

予  算  額 7 5 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 容
　
　
ｎ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ジ

内

　

　

的

　

象

　

等法

目
　

対

　

方

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ

高等学校普通教室冷房設備整備費   (7 5 0 , 0 0 0 千円)

1 目  的

学校週 5 日制の中、府立高校における夏季の学習時間確保と、学習
効率の向上を図るため、府立高校普通教室に冷房設備を整備する。

2  事業内容

対 象 地 域 府 南 部

整 備 教 室 数 2 6 4 (1 2 校)

3  冷房稼動予定時期

平成 1 6 年 9 月以降

担当課 ・係名 管 理 課 管 理 係 課 。係 電話番号 1 075-414-5768

共通- 5 9



事  業  名
< 人の健康>

心のサポ ー ト推進事業 費

予  算  額 2 0 3 , 6 1 4 千円 新規 ・継続の別

新 規

継 続

容
　
　
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ジ

内
　
　
的
　
象
　
等

業
　
　
　
　
　
　
法

事
　
　
偽
ド
』
ぽ
‐．じ

1 目 的
いじめ、不登校等の問題行動や少年による凶悪犯罪の発生などが大きな社会問題と

なっている昨今、学校及び家庭における児童生徒や保護者の心の相談に対応する総合
的なサポート体制 (相談体制) を充実させ、問題行動等の未然防止や早期解決を図る。

区分 事  業  名 対  象 容内 事業費

学校に
おける
相談活
動

スクールカウン
セラーの配置

児夏生徒
保護者

教職員

臨床心理士等によるカウンセリング
教職員 ・保護者への助言 ・援助
中学校 6 4 校、高等学校 1 2 校
(団慶補助事業)

144,400

心のふれあい相
談員等配置事業

児 童
保護者
教職員

○心のふれあい相談員
①子どもと親の相議員 (目委託事業)

児童が身近に感じる者い世代等を小学校に
配置し、悩み相談、話し相手、地域の情報収
集、地域と撃校の連携、学校の教育活動支援
小学校 3 5 校 (京都市立含む)

17,000

学校 外
にお け
る教育
支援

トータルアドバ
イスセンター教
育相議事業

児童生徒
保護者
教職員等

精神科医、隠床心理専門家などの教育相談
電話 ・来所 。巡回による教育相談
家庭教育カウンセラーの巡回相談
教育相談セミナー、教育相談実技講座等
スーパーバイザーの委嘱

14 214

スクーリンダ・サポート・

ネットワーク整備事業

・児童生徒
・保 護 者

不登校児童生徒の早期発見、早期対応などき
め細かな支援を行うため、不登校対策に関す
る中核的機能 ほクーリンク

・・サポートセンタJ を充実
(国塞託事業)

17,300

生徒指導総合連
携推進事業

学   校
保 護 者
地域住民等

家庭 ・学校 ・地域社会等が一体となって、各
地域が抱える生徒指導上の諸問題に係る調査
研究及びその成果を踏まえた実践的な取組
(国委幡事業)

1,000

サホ
°―トチーム卓掌lL☆表

支援泌テムづくり
推進事業

・
弓 津        校

・教育委員会
等

学校 ・教育委員会 ・関係機関からなるサポー

トチームの組織化など、地域における支援シ
ステムづくりの研究 (国委嘱事業)

4 200

ふれあい宿泊学
習

・児童生徒
・保護者

南山城 ・るり渓少年自然の家を活用した不登
校傾向にある児童生徒に対する宿泊体験活動
筆の豊椛

3,000

ネ ッ ト
ワ ー ク
機 能 の
充実

不登校に関する

ネットワーク推
進事業 【新規】

・教職員
・民間施設

不登校児童生徒の学校復帰を支援するため、
民間施設を含む不登校への対応についての協
議機関を設置

1,000

教育相談ネット
ワーク事業

・各租談員
・適応指導教
彗 関係 者

教育支援センター、心のふれあい相談員等の
各連絡協議会を開催し市町村等との連携、成
臭波及

19500

計 203,614

担当課 ・係名
係
係
係

第
第
興

導
導

指
指
振

課
課
課

育
育
育

教
教
教

校
校
会

学
高
社

課 ・係 電話番号

075-414-5840
075-414-5851
075-414-5883

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
｀
教育委員会

共通 - 6 0



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

< 人の健康>

特 色 あ る 高 校 教 育 推 進 事 業 費

予  算  額 1 0 0 , 7 1 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1  目  的

tl〕 生徒 ・保護者 ・地域のエーズを踏まえ、学校運営を展開し、選ばれる学校づくりを

進める。

確〕 生徒一人一人の進路希望の実現に向けた教育活動を進める。

2  事業概要 (単位 :千円)

事  業  名 要概 事業費

推

進

事

業

高

等

学

校

き

ら

め

く

魅

力

高等学校きら

めく魅力推進

◆ 学校が独自性を発揮 した 「特色ある学校づくり」を

推進

○柔軟な教育課程の展開による 「選ばれる学校づくり」

研究機関 ・先端企業等における体験学習等

○京都に集積した人材の活用

京都の企業や大学・学研都市の研究機関などの社会人

講師の活用による特別授業

33,000

高校生芸術文

化活動推進

◆ 京都府高等学校芸術文化連盟助成

○平成18年京都府開催の 「全国高等学校総合文化祭」

の成功を目指す。

6,000

計イ 39,000

高

校

生

か

が

や

く

未

来

推

進

事

業

学力充実向上

対策

◆ 基礎 ・基本の徹底による掌力充実 ・向上

生徒の積極的な学習意欲にこたえる補習等

6,260

進 路 対 策 ①学習合宿の実施

集団の中で切確琢磨し学力の向上を目指す。

18,900

②資格取得の促進

将来の希望に対し、必要な資格を積極的に取得させる。

2,600

③職場体験の実施

インターンシップ等、将来希望する仕事や職種を体験

することにより、生徒に具体的な将来像をもたせる。

4,000

④府立高校実カテス トの実施

学力の状況を把握し、教科指導の充実を図るとともに、

適切な進路希望の実現に役立てる。

29,950

計４ 61,710
-
H 計 100,710
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